
うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

222224 静岡県 伊豆市
意向調査の準備
作業、森林整備
の準備作業

森林環境譲与
税活用事業

399 399 0 0
森林経営管理制度を推進するために必要な
情報を整理するため、森林情報システムに
係る備品等の整備

レーザープリンター１台
購入

222224 静岡県 伊豆市 意向調査
森林環境譲与
税活用事業

3,278 3,278 0 0

〔森林所有者意向調査業務〕
森林経営管理制度を優先的に取り組むモデ
ル地区を選定し、当該地区内での森林所有
者宛て意向調査を実施する。

○修善寺地区
・対象人数：131人
・対象筆数：407筆
・面積：91.54ha

222224 静岡県 伊豆市 集積計画等作成
森林環境譲与
税活用事業

3,993 3,993 0 0

〔森林現地調査委託〕
R4に意向調査を実施した森林経営管理制度
モデル地区内において、森林経営制度に興
味を示した所有者宛て現地調査を実施す
る。

○天城湯ヶ島地区
・対象人数：22人
・対象筆数：35筆
・面積：13.5ha

222224 静岡県 伊豆市 集積計画等作成
森林環境譲与
税活用事業

4,510 4,510 0 0
〔モデル地区内森林整備〕
前年度に作成した集積計画を公表し、市町
村森林経営管理事業を実施する。

○中伊豆地区
・保育間伐
・面積：9.01ha

222224 静岡県 伊豆市 私有林整備
森林環境譲与
税活用事業

1,040 1,040 0 0
〔竹林整備事業補助金〕
放置竹林を解消し樹種転換を図るため、竹
林整備（皆伐）に係る費用を補助。

竹林皆伐：0.52ha

222224 静岡県 伊豆市 私有林整備
森林環境譲与
税活用事業

8,599 8,599 0 0
〔森林整備事業補助金〕
国県補助事業の対象とならない小規模分散
森林の整備費用を補助。

・下刈：0.98ha
・除伐：0.45ha
・保育間伐：28.72ha
・椎茸原木苗木：1,000本

222224 静岡県 伊豆市
林道・林業専用
道の整備等

森林環境譲与
税活用事業

4,906 4,906 0 0 森林整備に必要な林道の補修

○路線数：１
コンクリート舗装工
・延長91.3ｍ
・舗装326㎡

222224 静岡県 伊豆市
その他（森林整
備）

森林環境譲与
税活用事業

5,000 5,000 0 0

〔沿道森林整備事業補助金〕
主要幹線道路沿いの森林の公益的機能、森
林景観、道路安全性向上を図るため、修景
伐採に係る費用を補助。

修景伐採：0.45ha
（延長1,500ｍ）

222224 静岡県 伊豆市 森林保護対策
森林環境譲与
税活用事業

2,560 2,560 0 0
〔ナラ枯れ対策事業補助金〕
ナラ枯れ危険木の処理、椎茸栽培のための
日除け木被害防止に係る費用を補助。

・危険木処理：49本
・日除け木被害防止：
申請なし

222224 静岡県 伊豆市 担い手確保
森林環境譲与
税活用事業

385 385 0 0
〔森林整備事業補助金〕
森林施業プランナー、重機オペレーター等
の資格取得に係る研修費用を補助。

・団体数：２
・ﾌｫﾚｽﾄﾜｰｶｰ：６名
・ﾌｫﾚｽﾄﾘｰﾀﾞｰ：２名

222224 静岡県 伊豆市 専門員の雇用
森林環境譲与
税活用事業

1,298 1,298 0 0
〔会計年度任用職員の雇用〕
森林環境譲与税活用事業を円滑に推進する
ため、事務職員を雇用。

雇用１名

【ワンフレーズ】
税活用により、
・森林経営管理制度の実施に向けた全体計画に
沿って、モデル地区での意向調査、現地調査、
森林整備を実施した。
・竹林整備、森林整備、主要幹線沿道修景伐、
ナラ枯れ被害対策等を実施し、景観回復及び森
林保護が図れた。
・林道補修を実施し、森林整備がスムーズに進
んだ。
・市産材活用推進のため、公共建築物への活用
をはじめ、誕生祝い品配布や木材利用に係る補
助金を新設し、今後の普及促進の基礎がつくれ
た。

【詳細】
　伊豆市は、市域の80％以上が森林であること
から、本税を川上の森林整備に活用し、健全な
森林の育成を推進することとして取り組んでい
る。

〔森林経営管理制度の取組み〕
　モデル地区において、段階的に取り組んでい
る。
　修善寺モデル地区では森林所有者に対し意向
調査を実施した。
　令和４年度に意向調査を行った天城湯ヶ島モ
デル地区では、現地調査及び集積計画作成を実
施した。
　令和４年度現地調査及び集積計画を作成した
中伊豆モデル地区では、保育間伐を実施した。
　令和６年度は、土肥モデル地区での意向調
査、修善寺モデル地区での現地調査・集積計画
作成、天城湯ヶ島モデル地区での森林整備を実
施する。

〔沿道森林整備〕
　主要幹線道路の沿道景観回復及び道路安全性
向上が図れた。

〔森林経営管理推進協議会〕
　林業関係者や市民等を含む幅広い業種で構成
された委員から、森林環境譲与税の効率的な使
途についての様々な意見を聴取できた。
　意見は次年度以降の事業化反映に向け取り組
む。

〔森林環境教育〕
　市内５校（小学校４、高等学校１）におい
て、森林専門指導員による環境教育講義や間伐
体験等を開催した。
　修善寺地区の森林を拠点とし、里山再生に向
けた講座を実施した。
　ふるさと学級活動の一環として、市内小学生
（４年生以上）の児童・保護者を対象とした林
内トレッキングやシカ革クラフト体験等を実施
した。
　いずれの活動も森林への理解や森づくりへの
関心を高めてもらう良い機会となった。今後も
事業を継続し、将来の林業担い手育成のきっか
けづくりにも活かしていきたい。

〔新生児市産材活用祝い品配布〕
　令和５年度新規事業。市内の新生児誕生を祝
い、市産ヒノキのプレートに手形・足形・名前
などをレーザー印刷して贈呈した。

〔地元産材活用支援〕
　令和５年度新規事業。市産材を使用し市内製
材業者・市内建築業者にて建築物を新増改築す
る際に建築主に対し補助金を交付。別荘や非住
宅（店舗・事務所・倉庫等）も補助対象として
おり、市内における木材流通促進のため、今後
一層のPRを図っていく。

〔基金取り崩し〕
　当年度譲与税は全額執行した。不足分の財源
については基金から取り崩した。
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222224 静岡県 伊豆市
新たな組織の設
立

森林環境譲与
税活用事業

185 185 0 0

〔協議会委員報償、費用弁償〕
森林環境譲与税を有効活用するため、森林
経営管理推進協議会（R4設立）を年３～４
回開催。

推進協議会３回開催
延べ26名出席

222224 静岡県 伊豆市
その他（人材育
成等）

森林環境譲与
税活用事業

2,682 2,682 0 0

〔森林環境教育業務委託〕
市内こども園・小中高校生及び保護者（親
子）を対象として森林環境学習や間伐体験
を開催し、森林への理解や森づくりへの関
心を高めてもらうとともに、将来の担い手
育成を図る。

森林環境教育実施７回
延べ211名参加

222224 静岡県 伊豆市
木造公共建築物
の整備等

森林環境譲与
税活用事業

19,172 5,298 13,800 74

〔新中学校建設資材活用業務委託〕
令和７年度開校予定の新中学校建設に向
け、市産材の伐採を発注。

〔牧之郷駅周辺整備工事〕
伊豆箱根鉄道牧之郷駅構内に市産材を活用
した木柵を設置。

市産材使用量：66.5m3

222224 静岡県 伊豆市
森林・林業・木
材普及活動等

森林環境譲与
税活用事業

921 921 0 0
〔新生児市産材活用祝い品配布業務委託〕
出産祝いとして、市産材を加工した記念プ
レートの作成配布。

木製記念プレート43点贈
呈

222224 静岡県 伊豆市
その他（木材・
普及啓発関係）

森林環境譲与
税活用事業

1,620 1,620 0 0

〔地元産材活用支援事業補助金〕
・市産材を活用した住宅等の新増改築費用
の一部を補助。
・市内製材業者の市産材取扱量に対する補
助。

・建築物取得補助：１件
・製材促進補助：４件

合計 60,548 46,674 13,800 74

【ワンフレーズ】
税活用により、
・森林経営管理制度の実施に向けた全体計画に
沿って、モデル地区での意向調査、現地調査、
森林整備を実施した。
・竹林整備、森林整備、主要幹線沿道修景伐、
ナラ枯れ被害対策等を実施し、景観回復及び森
林保護が図れた。
・林道補修を実施し、森林整備がスムーズに進
んだ。
・市産材活用推進のため、公共建築物への活用
をはじめ、誕生祝い品配布や木材利用に係る補
助金を新設し、今後の普及促進の基礎がつくれ
た。

【詳細】
　伊豆市は、市域の80％以上が森林であること
から、本税を川上の森林整備に活用し、健全な
森林の育成を推進することとして取り組んでい
る。

〔森林経営管理制度の取組み〕
　モデル地区において、段階的に取り組んでい
る。
　修善寺モデル地区では森林所有者に対し意向
調査を実施した。
　令和４年度に意向調査を行った天城湯ヶ島モ
デル地区では、現地調査及び集積計画作成を実
施した。
　令和４年度現地調査及び集積計画を作成した
中伊豆モデル地区では、保育間伐を実施した。
　令和６年度は、土肥モデル地区での意向調
査、修善寺モデル地区での現地調査・集積計画
作成、天城湯ヶ島モデル地区での森林整備を実
施する。

〔沿道森林整備〕
　主要幹線道路の沿道景観回復及び道路安全性
向上が図れた。

〔森林経営管理推進協議会〕
　林業関係者や市民等を含む幅広い業種で構成
された委員から、森林環境譲与税の効率的な使
途についての様々な意見を聴取できた。
　意見は次年度以降の事業化反映に向け取り組
む。

〔森林環境教育〕
　市内５校（小学校４、高等学校１）におい
て、森林専門指導員による環境教育講義や間伐
体験等を開催した。
　修善寺地区の森林を拠点とし、里山再生に向
けた講座を実施した。
　ふるさと学級活動の一環として、市内小学生
（４年生以上）の児童・保護者を対象とした林
内トレッキングやシカ革クラフト体験等を実施
した。
　いずれの活動も森林への理解や森づくりへの
関心を高めてもらう良い機会となった。今後も
事業を継続し、将来の林業担い手育成のきっか
けづくりにも活かしていきたい。

〔新生児市産材活用祝い品配布〕
　令和５年度新規事業。市内の新生児誕生を祝
い、市産ヒノキのプレートに手形・足形・名前
などをレーザー印刷して贈呈した。

〔地元産材活用支援〕
　令和５年度新規事業。市産材を使用し市内製
材業者・市内建築業者にて建築物を新増改築す
る際に建築主に対し補助金を交付。別荘や非住
宅（店舗・事務所・倉庫等）も補助対象として
おり、市内における木材流通促進のため、今後
一層のPRを図っていく。

〔基金取り崩し〕
　当年度譲与税は全額執行した。不足分の財源
については基金から取り崩した。


